
活動報告 

団 体 名 復興支援福岡 

活 動 名 仮設住宅の住環境をよくする活動 

活動期間 2017年 4月～2017年 12月 

活動の成果 

熊本地震によって自宅での生活が出来なくなり、今まで生活していた空間より
窮屈な仮設住宅生活をされている被災者に少しでも住みやすい生活空間を提供で
きるように活動を行いました。  
風防壁を設置することにより、雨がかからない空間を作ることにしました。  

実際に作って住民の方からの感想は、外に靴箱がおける。雨の日に玄関のカギを
開けるとき雨に濡れていたがこれがあるので濡れなくて助かる。 今までは雨の日
に家の中でカッパを脱ぐと家の中が濡れていたが、カッパを家の中で脱がなくて
いい。家の外にゴミをおける。 冬の寒さで玄関が凍結して開かない時があったが、
これをつけて凍結しにくくなったという効果もありました。  
洗濯物干し場については、既存の物干し竿掛けに洗濯物を干すと軒先が短い為、

少しの雨でも濡れてしまう状態でした。  
設置した効果は、洗濯物干しをするだけではなく、ベンチがあるので雨の日で

もご近所同士でお話しする場所や子供たちが遊べる場所として有効に活用できて
います。 

寄付者への 

メッセージ 

今回、皆様からのご寄付により住民の生活を充実させることができ、心から感
謝いたします。  
私共だけでは、思いがあってもボラサポ九州の助成金がなければ実現すること

が出来ませんでした。  
まだまだ熊本では、復興住宅の建設も終わっておらず。仮設住宅を退去する時

期が決まらない状況であったり、新居がまだ建築できないなどの不安を抱えてい
る住民の方々が多くいます。  
今後は、そのような不安や悩みを一人で抱え込まないでいいようなコミュニテ

ィ作りのサポートを続けていこうと思います。  
熊本の本当の復興支援は、これからと思い今後も活動していきます。  

皆様からのご支援とご理解のほどよろしくお願いいたします。  
本当にありがとうございます。 

（活動のようす） 

 

 


